
●全国学力学習状況調査（小学校第６学年・中学校第３学年）

課題が見られた問題の概要 正答率 調査結果を踏まえた成果 調査結果を踏まえた課題

漢字の書き取り（ころがって） 71.1

漢字の書き取り（つみ重ね） 50

主語として適切なものを選択す
る。

63.3

くわしくしている言葉として適切
なものを選択する

41.1

１（１）二つのコースの道のりの
差の求め方と答えを書く。

60

１（２）５００ｍを歩くのに７分間か
かることを基に1000ｍを歩くの
にかかる時間を書く。

80

２（１）直角三角形の面積を求め
る式と答えを書く。

43.3

令和３年度授業改善推進プラン（調査結果分析シート）

西東京市立碧山小学校

●50字以上の記述問題の正
答率は２問とも東京都の平均
正答率を７ポイント以上上回
り、無回答率も４ポイント近く
低かった。特に３（二）の友達
の意見に対して理由をつけて
反対意見を述べる問題では１
２ポイント上回った。日頃、互
いの意見を交流し、質問し
合ったり、自分の意見と比べ
てノートに書いたりする学習を
積み重ねてきた成果だと考え
る。

●東京都の正答率より７ポイ
ント以上低かった漢字の書き
取りの問題は、中学年で習っ
た漢字であった。中学年で
習った漢字を復習する場面が
不十分であり、計画的に取り
組むことが必要である。
●文章中の主語と述語の関
係を捉える問題は東京都平均
より５ポイント低かった。教科
書の該当単元で学習したとき
だけではなく、折に触れて文
法事項を指導していくようにす
ることが課題である。

●集団の特徴をとらえるため
に、どのようなデータを集める
べきか判断することができる
かを問う問題は、東京都平均
より８ポイント以上高かった。
グラフの読み取りについて
は、算数科だけではなく、社会
科などでも丁寧に指導してき
たこと、係活動などでアンケー
トを活用し、アンケート項目や
その目的などを吟味した経験
が生かされたと考える。
●「示された除法の結果につ
いて、日常生活の場面に即し
て判断する」問題も、東京都
平均より５ポイント以上高かっ
た。日常生活の場面に即して
判断する問題を得意とする傾
向があり、このことを日常の指
導に生かしていく。

●速さを求める問題では、数
字が与えられた単純な計算問
題の正答率は高かった。図を
読み取ったり、複数の式で求
めたりする問題の正答率は低
かった。このことから、図を読
み取り必要な情報を書き込ん
だり、何を求める式なのかを
順を追って考えさせたりするな
どの指導を丁寧に行っていく
ことが必要である。
●直角三角形の面積を求め
る問題の正答率は、東京都平
均より１０ポイント近く下回って
いた。高さの概念が分かって
いないと、間違えて立式してし
まう問題であり、公式の意味
の理解を一層促していくことが
必要である。
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